
1985年出上の木簡

静
岡
・神
明
原
・元
宮
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
大
谷

金
局
松

・
水
上
。
西
大
谷
・
宮
川
）

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
を

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
栗
野
克
己

。
成
島
　
仁

・
小
島
日
出

一
・
森
下
春
美

・

足
立
順
司

・
矢
田
　
勝

・
鈴
木
基
之

。
寺
田
甲
子
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

・
集
落
跡

・
河
川
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ぞ
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
静
岡
平
野
の
南
東
部
を
流
れ
る
大
谷
川
流
域
に
所
在
す
る
。
安

部
川
扇
状
地
の
末
端
と
、
東
側

の
有
度
山
丘
陵
と
に
挟
ま
れ
た

低
湿
地
を
流
れ
る
大
谷
川
の
両

岸
に
ひ
ろ
が
る
南
北
約

一
血
、

東
西
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
と
静
岡
市
内

最
大
の
遺
跡
で
あ
る
。

本
調
査
は
大
谷
川
放
水
路
建

設
工
事
に
伴
な
い
、
大
谷
川
の

川
幅
の
拡
幅
の
た
め
両
岸
を
幅

約
二
〇
ｍ
広
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
の
中
央
部
を
南
北

一
ｈ
に
わ
た

り
貫
通
す
る
た
め
、
昭
和
五
五
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
、
昭
和
六
〇
年
度

は
遺
跡
の
ほ
ぼ
北
半
部
を
調
査
し
た
。
調
査
の
結
果
、
旧
大
谷
川
の
河
道
が
検

出
さ
れ
、
そ
の
埋
積
土
内
か
ら
、
古
墳
時
代
後
期

・
奈
良
ｉ
平
安
時
代

。
中
世

に
か
け
て
の
お
び
た
だ
し
い
量
の
祭
祀
遺
物
が
出
上
、
古
代
を
中
世
に
お
け
る

大
規
模
な

「
水
辺
の
ま
つ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
旧
大
谷
川
の
両
岸
に
ひ
ろ
が
る
微
高
地
上
に
は
、
弥
生
時
代
、
奈
良

・

平
安
時
代
、
中

・
近
世
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡

・
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
溝
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。
土
羨

・
柵
列

・
粘
土
採
掘
跡
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

昭
和
五
八

・
五
九
年
度
に
四
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
報
告

し
た
。
昭
和
六
〇
年
度
は
、　
一
五
点
の
木
簡
が
旧
大
谷
川
河
道
の
堆
積
土
層
内

か
ら
出
上
し
た
。
旧
大
谷
川
河
道
は
、
ほ
ぼ
古
墳
時
代
後
期
か
ら
形
成
さ
れ
た

も
の
で
、
現
代
ま
で
継
続
し
て
い
る
が
、
蛇
行

・
侵
食
に
よ
る
変
遷
が
み
ら
れ
、

①
古
墳
時
代
後
期
、
②
奈
良

・
平
安
時
代
、
③
平
安
時
代
末
を
中
世
、
④
近
世

ｉ
近
代
、
⑤
現
在
の
流
路
に
大
別
で
き
る
。
新
し
い
時
期
の
流
路
が
古
い
時
期

の
流
路
を
侵
食
破
壊
し
、
古
い
時
期
の
遺
物
を
混
入
し
て
い
る
部
分
が
多
い
が
、

年
代
幅
を
特
定
で
き
る
流
路
が
良
好
に
残
存
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

一　
宮
川
３

●
４
区
　
旧
大
谷
川
河
道

蛇
行
す
る
旧
大
谷
川
が
、
右
岸
側
を
攻
撃
し
屈
曲
す
る
部
分
に
あ
た
り
、　
一

三
本
の
流
路
を
検
出
し
た
。
流
路
の
年
代
観
は
、
ほ
ば
七
期
に
区
分
で
き
る
。

木
簡
は
、
こ
れ
ら
の
流
路
か
ら

一
四
点
が
出
上
し
た
。
⑪
は
流
路
６
の
最
下

層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
古
墳
時
代
後
期
の
須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
約
二
百

数
十
点
や
、
斎
串
、
人
形
木
製
品
、
馬
形
木
製
品
、
馬
形
土
製
品
な
ど
の
祭
祀

遺
物
の
ほ
か
、
杵
、
編
錘
、
横
櫛
な
ど
の
木
製
品
や
、
耳
環
、
石
製
紡
錘
草
、

砥
石
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
須
恵
器
の
郭
を
Ａ
群
ｉ
Ｅ
群
の
五
群
に
分
類
し

た
。
こ
れ
ら
は
静
岡
県
の
須
恵
器
の
編
年
観
か
ら
、
ほ
ぼ
六
世
紀
中
葉
か
ら
七

世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
郭
蓋
、
慇
、
長
顕
壷
、
高
邦
、
平
瓶
も
同
時

期
に
比
定
で
き
る
が
、
甦
の
う
ち

一
点
は
や
や
古
い
様
相
の
も
の
が
存
在
す
る
。

そ
こ
で
ω
木
簡
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
伴
出
須
恵
器
群
の
う
ち
最
も
新
し
い

Ｅ
群
の
時
期
が
参
考
と
な
る
。
さ
ら
に
、
木
簡
の
性
格
か
ら
七
世
紀
第
３
四
半

宮

川

３

区

! ∵ 守

木簡出土地点

近世～現代

鎌倉～室町時代

平安末～鎌倉時代

流路 1

流路 2

流路 3

流路 4   平安時代

流路 5

流路 6

流路 7

流路 8

流路 9

流路10

流路11

流路12

流路13

古墳時代終末～奈良時代

古墳時代時代後期

平安時代末～中世

古墳時代後期

近世～現代

古墳時代後期

古墳時代後期

平安末～鎌倉時代

中世

宮川 3・ 4区の旧大谷川流路の年代観



1985年 出土の木簡

期
と
な
る
可
能
性
が
強
い
。
類
例
と
し
て
、
浜
松
市
伊
場
遺
跡

一
号
、
二
号
木

簡
に
伴
出
し
た
須
恵
器
が
あ
り
、
こ
の
流
路
６
と
ほ
ぼ
同
じ
年
代
観
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
。

②
木
簡
は
奈
良
時
代

（
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
）
と
考
え
ら
れ
る
流
路

５

か
ら
出
土
。
ナ
ス
ビ
形
着
柄
鍬
の
完
形
品
、
玉
類
、
墨
書
土
器

「多
床
呂
」
、
人

形
、
馬
形
、
斎
串
、
竪
櫛
な
ど
も
共
伴
し
た
。
⑥
木
簡
は
平
安
時
代

（
一
〇
世

紀
後
半
）
と
考
え
ら
れ
る
流
路
４
か
ら
出
土
。
緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、
墨
書

上
器

「
中
万
」
「
水
」
な
ど
が
共
伴
し
た
。

平
安
時
代
末
か
ら
中
世
の
流
路
７
か
ら
は
、
⑭
ぞ
①
が
散
在
し
て
出
上
し
た
。

緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、
横
櫛
、
斎
串
な
ど
の
ほ
か
、
万
年
通
宝

・
長
年
大
宝

な
ど
も
出
上
し
た
。

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
流
路
１２
か
ら
は
、
⑨
を
⑬
の
五
点
が
墨
書
土

器
四
二
点
や
、
緑
釉
陶
器
、
横
櫛
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
竪
杵

・
供
膳
、
糸
巻
、
斎

串
、
青
磁
、
自
磁
な
ど
と
と
も
に
出
土
、　
一
括
祭
祀
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
の
流
路
１３
か
ら
、
⑭
と
墨
書
土
器
四
点
が
出
上
し
た
。

一
一　
宮
川
６
区
　
旧
大
谷
川
河
道

こ
こ
で
は
、
宮
川
３

●
４
区
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
流
路
は
検
出
さ
れ
て
い

な
い
。
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
包
含
層
よ
り
、
⑭
の
文
字
の
書
か
れ
た

絵
馬
が
出
土
し
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一　
官
川
３

●
４
区

旧
大
谷
川
　
流
路
６

①
　
。
「
相
星
五
十
戸
」

名
□
□
　
　
　
」

旧
大
谷
川
　
流
路
５

②

　

「
＜
□
□

旧
大
谷
川
　
流
路
４

０

　

「＜
口
□
」

旧
大
谷
川
　
流
路
７

⑭

　

「
ｔ

南
回
□
□
□
」

０

　

「□

０

　

回
永
二
年

⑭

　

□
日
□

①

　

「□
□
」

旧
大
谷
川
　
流
路
１２

⑨

　

仁
王
国
□

Ｐ樹
ｘ
鴬
×
｝
枷
　
Ｐ
μ
　
五
号

ハ博
じ
ｘ
８
ｘ
Ｐ
い

８
Φ
　
十
一
号

∞
∞
×
Φ
×
ヽ
　
〇
∞
∞
　
而
口皇々

瞥
μ
×
導
×
〕
い

ｏ留
　
一ハ
号

（く
ｅ
ｘ
馬
×
ω　
８
⇔
　
七
号

３
μ　
八
号

（ド
９
×
毬
×
枷　
寓
μ　
九
号

囀訊
×
譴
×
］

〓
ド　
十
号

合
的ｅ
ｘ
鶴
×
ヽ

８
Ｐ　
十
二
号

　

５



ω

　

「
南

天

回

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

（
牌
無

∀

μ
聟

ｏ
２

十

一一〓

ω
　
　
　
「
訥

配

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＮΦ）
ｘ
μΦ
Ｘ
∽
・枷
　
〇⇔四
　
十
四
号

⑫

　

　

「
南

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
じ

ｘ
喝

×
馬

ｏ
常
　
十
五
号

ｔｌ…，

　

「
南

□

大

日

×
　

　

　

　

　

　

　

　

（
豪

Ｙ

ф
聟

ｍ

墓

十
エハ
号

旧
大
谷
川
　
流
路
硝

⑭

　

「
・く
　
南
無
大
日
□
□
」
　
　

　

　

　

中］ギ
〕聟
望
枷
ｏ留

十
七
号

ω
の

「相
星
」
は
、
『和
名
類
乗
抄
』
駿
河
国
有
度
郡
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い

る
郷
名
の
う
ち

「會
星
」
（
ア
フ
ホ
シ
）
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
五

十
戸
の
五
の
字
は

一
部
不
明
瞭
で
あ
る
。
戸
の
字
は
右
に
一
画
余
分
な
点
が
あ

る
。
裏
の
二
文
字
の
う
ち
、　
一
文
字
目
の
偏
を
馬
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

芳
は
不
鮮
明
で
あ
る
が
い
上
に
日
の
よ
う
な
墨
痕
が
う
か
が
え
る
、
騨
の
可
能

性
も
あ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
二
文
字
日
は
、
長
と
読
む
の
か
表
と
読
む
の
か

判
然
と
し
な
い
。

⑩
を
⑬
は
、
頭
部
が
五
輪
形
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
⑨
と
と
も
に
文
字
部
分
が

浮
き
で
て
い
る
の
で
、
卒
塔
婆
と
し
て
雨
ざ
ら
し
の
う
え
折
損
し
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑭
③
①
⑭
は
頭
部
を
圭
頭
に
と
と
の
え
、
最
上
部
に
梵
宇

が

一
文
字
書

か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

（④
⑭
）。　
こ
れ
ら
の
木
簡
の
中
に
は

「南
」
の
字
か
ら
始
ま
る
も
の
が
多
い
。

年
号
の
書
か
れ
た
木
簡
⑥
は
、
削
屑
で
あ
る
う
え
、
上
下
と
も
切
断
さ
れ
て

い
る
。
同

一
土
層
か
ら
の
伴
出
遺
物
に
、　
三
二
世
紀
頃
の
盗
器
系
小
皿
が
あ
る
。

一
一　
宮
川
６
区

旧
大
谷
川
　
流
路
６

「

　

（�

）

⑮
　
。
（汀
苺
・
訥
じ
酷
）
　

〓
ノ

が□

」

・
Ｆ

の

へ
見
て

ハ

〔引
己

□
□
く

ハ
人
能
心
を

〔令
≧

□
□
□
か
ぺ
て
□
　
」
　
　
　
　
μΦギ
Ｇ
も
滋

ｏ２

十
八
号

（穿
孔
）

絵
馬
で
あ
り
、　
一
面
に
馬
を
引
く
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
馬
の
尾
の
右
側

に
ひ
ら
が
な
が
三
文
字
書
か
れ
て
い
る
が
、
三
文
宇
目
は
板
が
切
断
さ
れ
て
い

る
た
め
欠
損
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
長
軸
方
向
に
三
行
の
文
字
が
み
ら
れ
る
。

一
行
日
に

「
こ
の
へ
見
て
ハ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
の
絵
と
関
連
が
深
い
願

文
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
意
は
判
然
と
し
な
い
。

８
　
関
係
文
献

働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『静
岡
県
神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
木
簡

概
要
』
盆

九
八
五
年
）

同

『
静
岡
県
神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
　
大
谷
川
放
水
路
建
設
に
伴
う
発
掘
調

査
概
報
』

（
一
九
八
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（栗
野
克
己
）




